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Advanceコース目標



開会の挨拶・オリエンテーション

【講師】 産業部会 世話人
川島 正敏 先生

【講師】 産業業部会 世話人
吉川 徹 先生



定量FT（短縮）と装着改善指導実技演習
（使い捨て式防じんマスク）

それぞれ使い捨て式防じんマスクを手にとり、装着改善指導の実技演習を行いました。
1回目、2回目と回数を重ねるうちに指導が充実してきていました。



取り替え式マスクの保守管理の実技演習

初めに、３M松田さまより、基本的事項の説明をうけました。
その後、各社の取り替え式マスクを手にとり、熱心に説明を聞きながらの演習です。



FT機器の準備と保守管理の実技演習

トランステック荒井さまより、基本的事項の説明をうけました。
その後、受講者が使用している測定器のところでの保守管理の実技演習です。
質疑応答では、サンプリングチューブについて、結露、交換時期、チューブの径や材質（正規品との差異）、
ポンプ等への負荷、測定結果（合格率）への影響について、多くの疑問を解決できました。



加工済みマスクの不具合発見・修正演習

各グループ、６つの加工済みのマスク、代わる代わる手にとり、
熱心に不具合を発見されていました。



加工済みマスクの不具合・メーカーからの解説

マスクメーカー3社から、受講者の出された不具合につい
て、現状を解説されました。



加工済みマスクを使用したフィットテストの実施

目視でわかりづらい加工済みマスク、途中、呼吸が苦しく・・・
真剣に取り組み、異常を見つけていきました。



PAPRに関するFTの方法の実技演習

興研さま
重松製作所さま
共同解説

面体内圧も同時に確認す
ることができるフィットテス
ター、 リアルタイムの表示
を見ながらの説明です。

ハードタイプのルーズフィット型のPAPR
受講者の方々に経験してもらいました。



ご講演 「フィットテストの必要性をどう伝えるか
科学に基づく現場指導の実践ポイント」

聖路加国際大学大学院
公衆衛生学研究科准教授

大西一成先生

新型コロナウイルス感染症の世界的流行が本格化する直前にご出版された『マスクの品格』、多くの人が
無意識に行っているマスクの着用について、マスクの文化的・科学的背景をわかりやすく解説。
環境疫学や公衆衛生学の観点からマスク科学に関する研究や情報発信を続けられており、今回も最新
のエビデンスも含め興味深いご講演でした。大西先生、ありがとうございます。



修了証授与・記念撮影

ご参加の皆さま、ありがとうございました。

12名の方々が
Advanceコースを修
了いたしました。

世話人の川島先生から
修了証が授与されました。

最後に・・・
フィットテストについての教育の際に活用できる教材やテキストなどについても、質問があり、今後のイン
ストラクターの活躍が楽しみです。そして、産業部会としてもフィットテストの重要性を伝えていきたいと思
います。
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